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クリニカルクエッション 

 
 

１．嚢胞性肺疾患にはどのようなものが含まれるか       CQ 1 
 
２．診断 
 １）出生前診断に MRI 検査は有用か                   CQ 2 
   P：嚢胞性肺疾患 出生前診断例 
   I/C：胎児 MRI 検査（＋）/（－） 
   O：生存率 呼吸機能検査値 
    
 ２）病変容積指標はリスク判定に有用か                CQ 3 
   P：嚢胞性肺疾患 出生前診断例 
   I/C：病変容積評価 
   O：周産期死亡率 
 
 ３）生後診断に CT は有用か                          CQ 4 
   P：嚢胞性肺疾患  
   I/C：胸部 CT 検査（＋）/（－） 
   O：診断率 合併症 呼吸機能検査値 
 
 ４）血管造影は推奨されるか                          CQ 5 
   P：嚢胞性肺疾患  
   I/C：血管造影検査（＋）/（－） 
   O：診断率 合併症 呼吸機能検査値 
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３．治療 
 １）乳児期の手術は有用か                            CQ 6 
   P：嚢胞性肺疾患 出生前診断例、新生児診断例 
   I/C：乳児期手術 / 学童期以降の手術 
   O：合併症 呼吸機能検査値 
 
 ２）区域切除は有用か                                CQ 7 
   P：嚢胞性肺疾患 
   I/C：区域切除 / 肺葉切除 
   O：合併症 呼吸機能検査値 
 
 ３）複数肺葉の罹患症例に対して肺全摘は推奨されるか  CQ 8 
   P：嚢胞性肺疾患 複数肺葉罹患例 
   I/C：肺全摘症例 / 嚢胞温存・肺葉切除 
   O：合併症 呼吸機能検査値 
 
４．合併症 
 １）合併症にはどのようなものがあるか                CQ 9 
 
 ２）定期的な胸部 X 線写真撮影は有用か？             CQ 10 
   P：嚢胞性肺疾患 手術後症例 
   I/C：定期的胸部 X 線写真撮影 （＋） / （－） 
   O：合併症 呼吸機能検査値 
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